
政

令

規

則

告

示

新
潟
県

加
茂
湖
漁
業
協
同
組
合
、
佐
渡
漁
業
協

同
組
合

岡
山
県

日
生
町
漁
業
協
同
組
合
、
伊
里
漁
業
協

同
組
合
、
邑
久
町
漁
業
協
同
組
合
、
牛

窓
町
漁
業
協
同
組
合
、
寄
島
町
漁
業
協

同
組
合
、
笠
岡
市
漁
業
協
同
組
合

平成™š年›月˜š日 水曜日 第œœšœ号官 報

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
七
百
六
十
九
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

平
成
二
十
三
年
四
月
十
三
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

一
^

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場

所

鳥
取
県
東
伯
郡
三
朝
町
大
字
木
地
山
字
人
形
山

一
〇
〇
九
の
六
、
一
〇
〇
九
の
一
一
か
ら
一
〇
〇
九

の
一
三
ま
で
、
一
〇
〇
九
の
一
八
、
字
深
知
川
向
四

七
七
の
八
、
四
七
七
の
九

_

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
か
ん

養

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
七
百
六
十
八
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

平
成
二
十
三
年
四
月
十
三
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

鳥
取
県
鳥
取
市
河
原
町
湯
谷
字
使
混
タ
ワ
原
野
二
九

五
の
一
、
二
九
五
の
三
か
ら
二
九
五
の
七
五
ま
で
、
二

九
六
の
一
か
ら
二
九
六
の
五
ま
で
、
二
九
七
、
二
九
八

の
一
、
二
九
八
の
二
、
字
大
平
二
九
九
、三
〇
〇
の
一
、

三
〇
一
、
三
〇
二
の
一
、
三
〇
二
の
二
、
字
樋
ノ
谷
北

平
三
〇
五
の
一
、
三
〇
八
か
ら
三
一
〇
ま
で
、
三
一
一

の
一
、
三
一
二
の
一
、
字
樋
ノ
谷
奥
三
一
三
か
ら
三
一

五
ま
で
、
三
一
六
の
一
、
三
一
六
の
二
、
三
一
七
、
三

一
八
の
一
、
三
二
〇
、
三
二
一
の
一
、
三
二
一
の
二
、

三
二
二
、
字
使
混
タ
ワ
一
二
五
、
一
二
七
、
字
椎
木
谷

一
二
三
の
一
、
字
樋
ノ
谷
一
三
六
か
ら
一
三
八
ま
で
、

一
四
〇
の
一

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
か
ん
養

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
鳥

取
県
庁
及
び
鳥
取
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

東
テ
ィ
モ
ー
ル
国
際
平
和
協
力
隊
の
設
置
等
に
関
す
る

政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
三
年
四
月
十
三
日

内
閣
総
理
大
臣

菅

人

政
令
第
百
号

東
テ
ィ
モ
ー
ル
国
際
平
和
協
力
隊
の
設
置
等
に
関

す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
等
に
対
す
る
協
力

に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
五
条

第
八
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

東
テ
ィ
モ
ー
ル
国
際
平
和
協
力
隊
の
設
置
等
に
関
す
る

政
令
（
平
成
二
十
二
年
政
令
第
二
百
一
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
項
中
「
平
成
二
十
三
年
四
月
三
十
日
」
を

「
平
成
二
十
四
年
四
月
三
十
日
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

菅

人

外
務
大
臣

松
本

剛
明

〇
法
務
省
告
示
第
百
八
十
一
号

公
証
人
法
第
八
条
の
規
定
に
よ
り
公
証
人
の
職
務
を
行

わ
せ
る
件
（
昭
和
三
十
三
年
法
務
省
告
示
第
三
百
三
十
八

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
三
年
四

月
十
三
日
か
ら
施
行
す
る
。
改
正
後
の
公
証
人
法
第
八
条

の
規
定
に
よ
り
公
証
人
の
職
務
を
行
わ
せ
る
件
は
、
平
成

二
十
三
年
三
月
十
四
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
三
年
四
月
十
三
日法

務
大
臣

江
田

五
月

「
秋
田
地
方
法
務
局
本
荘
支
局
」
を
「
秋
田
地
方
法
務

秋
田
地
方
法
務

局
本
荘
支
局

局
横
手
支
局
」
に
改
め
る
。

〇
法
務
省
告
示
第
百
八
十
二
号

公
証
人
法
（
明
治
四
十
一
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
八

条
及
び
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護

に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
三
十
一
号
）
第
二

十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及

び
被
害
者
の
保
護
に
関
す
る
法
律
第
二
十
条
の
規
定
に
よ

る
指
定
の
件
（
平
成
十
三
年
法
務
省
告
示
第
四
百
四
十
九

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
三
年
四

月
十
三
日
か
ら
施
行
す
る
。
改
正
後
の
公
証
人
法
第
八
条

及
び
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
に

関
す
る
法
律
第
二
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
配
偶
者
か
ら

の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
に
関
す
る
法
律
第
二

十
条
の
規
定
に
よ
る
指
定
の
件
は
、
平
成
二
十
三
年
三
月

二
十
二
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
三
年
四
月
十
三
日法

務
大
臣

江
田

五
月

「
盛
岡
地
方
法
務
局
二
戸
支
局
」
を
「
盛
岡
地
方
法
務

盛
岡
地
方
法
務

局
二
戸
支
局

局
水
沢
支
局
」
に
改
め
る
。

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
七
百
六
十
七
号

漁
業
災
害
補
償
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
農
林
省

令
第
三
十
五
号
）
第
七
十
一
条
の
三
（
同
令
第
八
十
四
条

第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基

づ
き
、
平
成
十
四
年
九
月
三
十
日
農
林
水
産
省
告
示
第
千

五
百
四
十
号
（
漁
業
災
害
補
償
法
施
行
規
則
第
七
十
一
条

の
三
（
同
令
第
八
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
き
農
林
水
産
大
臣
が
指
定
す

る
漁
業
協
同
組
合
を
指
定
す
る
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
三
年
四
月
十
三
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

「
同
規
則
」
を
「
同
令
」
に
改
め
る
。

表
宮
城
県
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

表
島
根
県
の
項
中
「
漁
業
協
同
組
合
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
」
の

下
に
「
、
海
士
町
漁
業
協
同
組
合
」
を
加
え
、
同
項
の
次

に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

表
香
川
県
の
項
中
「
志
度
漁
業
協
同
組
合
」
を
「
さ
ぬ

き
市
漁
業
協
同
組
合
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
後
の
平
成
十
四
年
九
月
三
十

日
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
四
十
号
の
規
定
は
、
そ

の
共
済
責
任
期
間
の
開
始
日
が
こ
の
告
示
の
施
行
の
日

（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。）以
後
の
日
で
あ
る
共
済

契
約
に
つ
い
て
適
用
し
、
そ
の
共
済
責
任
期
間
の
開
始

日
が
施
行
日
前
の
日
で
あ
る
共
済
契
約
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

人
事
院
は
、
一
般
職
の
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に

関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
三
号
）に
基
づ
き
、

東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
人
事
院
規
則
一
五
e

一
四
（
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
）
の
特
例
に

関
し
次
の
人
事
院
規
則
を
制
定
す
る
。

平
成
二
十
三
年
四
月
十
三
日

人
事
院
総
裁

江
利
川

毅

人
事
院
規
則
一
五
e

一
六

東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
人
事
院
規
則

一
五
e

一
四
（
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休

暇
）
の
特
例

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
を
支
援
す
る
活
動
を
行
う
場

合
に
お
け
る
規
則
一
五
e

一
四
（
職
員
の
勤
務
時
間
、
休

日
及
び
休
暇
）
第
二
十
二
条
第
一
項
第
四
号
及
び
第
二
十

五
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
中
「
五
日
」
と

あ
る
の
は
「
五
日
（
東
日
本
大
震
災
に
際
し
災
害
救
助
法

（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
十
八
号
）
が
適
用
さ
れ
た
市

町
村（
東
京
都
の
市
町
村
を
除
く
。）の
区
域
内
に
お
い
て
、

イ
に
掲
げ
る
活
動
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、七
日
）」と
、

同
号
イ
中
「
地
震
、
暴
風
雨
、
噴
火
等
に
よ
り
相
当
規
模

の
災
害
が
発
生
し
た
」
と
あ
る
の
は「
東
日
本
大
震
災
の
」

と
、「
地
域
」
と
あ
る
の
は
「
地
域
若
し
く
は
東
日
本
大
震

災
の
被
災
者
を
受
け
入
れ
て
い
る
地
域
」
と
、同
条
中「
第

二
十
二
条
第
一
項
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
二
条
第

一
項
各
号
（
規
則
一
五
e

一
六
（
東
日
本
大
震
災
に
対
処

す
る
た
め
の
人
事
院
規
則
一
五
e

一
四
（
職
員
の
勤
務
時

間
、
休
日
及
び
休
暇
）
の
特
例
）
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
と
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
こ
の
規
則
の
失
効
）

２

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
三
年
十
二
月
三
十
一
日
限

り
、
そ
の
効
力
を
失
う
。
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